
【はじめに】肝細胞癌の原因としてウイルス性発癌は減

少し、代謝機能障害関連脂肪疾患（MASLD）が増加し

ている。無症状であることが多く発見時には進行癌であ

ることもあり早期発見が大切である。肝線維化を予測す

るスコアとして FIB-4index が有名であるが、計算因子と

して年齢を含むことから偽陽性、偽陰性の存在が話題に

なっている。今回、年齢の影響を回避した FIB-3index（狩

山らの式）と肝臓線維化のマーカーである M2BPGi との

比較を行ったので報告する。

【対象】当センターに M2BPGi の依頼のあった 459 検体

を匿名化し比較検討を行った。

【機器・試薬】HISCL-5000、M2BPGi 試薬、XN1000(血
球測定装置)：シスメックス株式会社、AU5800（生化学

分析装置）：ベックマン・コールター株式会社

統計処理：EZR(ver.4.33)
【方法・結果】459 名の平均年齢 65.9 歳±12.8、M：250
名、F：209 名。FIB-3 と FIB-4 との相関係数は r=0.71、
M2BPGi との相関係数は r=0.399 であった。M2BPGi 値

（C.O.I）2.0 以上で ROC 解析を行い 65 歳以下、66 歳以

上の AUC を求めた。65 歳以下　FIB-4 で 0.851、FIB-3
で 0.827（p=0.116）66 歳以上　FIB-4 で 0.798、FIB-3 で

0.816(p=0.513)と同等の性能を示したが、M2BPGi との判

定一致率は、FIB-4 で 59%、FIB-3 で 66%となった。

【考察】ROC 解析より AUC は FIB-4 と FIB-3 は差がな

く（p=0.865）同等の予測能力と考えられるが、年齢間

の AUC の差は FIB-4 で 0.053、FIB-3 で 0.011 となり FIB-3
の差が小さいことから年齢の影響を受けない事が示唆さ

れた。

【まとめ】FIB-3（狩山らの式）は FIB-4 同様一般の血液

検査から算出することが可能であり線維化予測能は同等

以上かと考える。年齢による、偽陰性、偽陽性を回避で

きることが期待される。FIB-3 陽性時には M2BPGi や腹

部超音波検査、肝生検へ進むロジックの構築も有用であ

る。
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